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第
五
九
回
中
小
企
業
団
体
静
岡
県
大
会
が
、
一
一
月

八
日
、
静
岡
市
葵
区
の
し
ず
ぎ
ん
ホ
ー
ル
「
ユ
ー
フ
ォ

ニ
ア
」
で
、
組
合
関
係
者
を
は
じ
め
行
政
、
産
業
支
援

機
関
、
商
工
団
体
な
ど
約
四
〇
〇
人
が
出
席
し
、
開
催

さ
れ
た
。

大
会
で
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
X
へ
の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に
、

基
調
講
演
を
は
じ
め
、
連
携
に
よ
り
今
後
ど
の
よ
う
な

活
動
を
行
う
べ
き
か
の
提
言
を
行
っ
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
地
域
経
済
を
支
え
よ
う

開
会
に
あ
た
り
、
佐
野
光
治
会
長
は
、

「
今
年
に
入
り
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
閉
塞
感

を
打
ち
破
る
よ
う
な
勢
い
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
。

し
か
し
地
域
経
済
の
活
性
化
の
源
泉
で
あ
る
中
小

企
業
に
と
っ
て
は
消
費
税
の
引
き
上
げ
へ
の
対
応

な
ど
も
あ
り
喜
ん
で
ば
か
り
も
い
ら
れ
な
い
。
中

小
企
業
や
組
合
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
新
た
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
地
域
経
済
の
発
展
を
支
え

て
い
く
」
と
力
強
く
挨
拶
し
た
。

来
賓
の
大
須
賀
淑
郎
副
知
事
は
、

「
中
小
企
業
が
本
県
経
済
の
け
ん
引
役
と
し
て

発
展
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
経
営
革
新
や
新

連
携
、
高
度
化
事
業
等
に
果
敢
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
中
央
会
に
は
今
後
と
も
中
小
企
業
団
体

を
支
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

次
い
で
静
岡
県
議
会
の
中
谷
多
加
二
議
長
は
、

「
地
域
経
済
を
支
え
て
い
る
中
小
企
業
が
、
優

れ
た
開
発
力
や
人
材
育
成
力
等
を
発
揮
し
継
続
し

て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
中
小
企
業
の
声
に
真
摯

に
耳
を
傾
け
、よ
り
一
層
の
支
援
を
図
っ
て
い
く
」

と
述
べ
た
。

特集

第59回 中小企業団体静岡県大会
ビジネスXへの挑戦！

～商工業・サービス業によるものづくり連携のすすめ～

▲檀上で挨拶する中央会佐野会長

2中小企業静岡 2013.12

組合活性化情報

25年12月号_本文.indd   2 13/12/03   14:56



関
東
経
済
産
業
局
の
萩
原
富
士
久
産
業
部
長
は
、

「
中
小
企
業
に
お
い
て
は
景
気
回
復
を
ま
だ
実

感
で
き
て
い
な
い
状
況
だ
が
、
産
業
局
で
は
小
規

模
事
業
者
に
特
に
焦
点
を
あ
て
景
気
回
復
を
実
感

で
き
る
よ
う
な
支
援
策
を
策
定
し
て
い
る
。
中
央

会
に
は
今
後
も
組
合
間
連
携
や
も
の
づ
く
り
補

助
事
業
を
通
じ
て
変
わ
ら
ぬ
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

連
携
に
よ
る
新
た
な
取
り
組
み
を
発
表

基
調
講
演
で
は
、
東
レ
株
式
会
社
の
斉
藤
典
彦

顧
問
を
お
招
き
し
、
当
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や

他
社
と
の
連
携
に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
事
例
発
表
で
は
、
協
同
組
合

H
A
M
I
N
G
の
橋
本
秀
比
呂
理
事
長
、
秩
父
観

光
土
産
品
協
同
組
合
の
井
上
研
史
専
務
理
事
に
よ

る
先
進
事
例
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。（
内
容
の
詳

細
は
次
ペ
ー
ジ
以
降
を
参
照
）

組
合
間
連
携
へ
の
支
援
強
化
な
ど
九
項

目
を
盛
り
込
ん
だ
大
会
決
議
を
採
択

山
内
致
雄
副
会
長
が
、
組
合
等
連
携
組
織
対
策

の
強
化
、
防
災
や
B
C
P
対
策
な
ど
へ
の
配
慮
、

地
方
都
市
再
生
の
た
め
の
助
成
、
官
公
需
適
格
組

合
の
受
注
機
会
の
増
大
促
進
、
中
小
企
業
へ
の
就

労
支
援
、
若
年
者
の
人
材
育
成
支
援
拡
充
、
消
費

税
引
き
上
げ
に
関
す
る
環
境
整
備
、
省
エ
ネ
や
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
支
援
及
び
電
力
の
安

定
供
給
―
な
ど
の
九
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
大
会
決

議
を
朗
読
。
全
会
一
致
に
よ
り
採
択
さ
れ
、今
後
、

実
現
に
向
け
関
係
諸
機
関
に
働
き
か
け
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

▲県内各地から多くの組合関係者が集まった

関東経済産業局

萩原富士久 産業部長
静岡県議会

中谷多加二 議長
静岡県

大須賀淑郎 副知事
静岡県中央会

佐野光治 会長
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基　調　講　演

当
社
は
素
材
開
発
製
造
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
。
時
代
の
移
り
変
わ
り
や
新
素
材
の
登
場
な

ど
に
よ
り
合
成
繊
維
や
樹
脂
・
フ
ィ
ル
ム
な
ど
都

度
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
挑
戦
し
て
き
た
企

業
で
あ
る
。
現
在
で
は
高
分
子
化
学
、
有
機
合
成

化
学
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
三
つ
の
コ
ア
技

術
に
加
え
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
応
用
し
た
素

材
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

当
社
の
競
争
力
の
源
泉
は
技
術
開
発
に
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
不
景
気
で
も
研
究
開
発
費
は
削
減

し
な
い
。

新
た
な
時
代
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

素
材
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
当
社
が
ど
こ
ま
で
業
態

を
変
革
し
て
い
け
る
か
に
挑
戦
し
た
の
が
株
式
会

社
ユ
ニ
ク
ロ
と
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
顧
客
や
消
費
者
に
直
接
接
す
る

こ
と
が
少
な
い
中
で
、
よ
り
ニ
ー
ズ
に
密
着
し
た

素
材
開
発
を
行
っ
て
い
く
重
要
性
を
認
識
し
、
そ

の
具
体
的
手
段
と
し
て
こ
の
提
携
を
結
ん
だ
。

技
術
は
東
レ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
株
式
会
社

ユ
ニ
ク
ロ
、
と
互
い
の
強
み
を
持
ち
よ
り
新
た
な

市
場
を
開
拓
し
て
い
く
。
そ
れ
と
と
も
に
、
繊
維

産
業
に
お
け
る
従
来
の
多
段
階
か
つ
複
雑
な
商
流

を
も
つ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
変
革
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
製
糸
か
ら
染
色
や
縫
製
ま
で
を
当
社

で
、小
売
り
は
ユ
ニ
ク
ロ
で
行
う
よ
う
に
簡
素
化
・

効
率
化
し
、
市
場
や
需
要
の
変
化
に
対
応
で
き
る

形
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
よ
り
密
接
に
協

力
し
て
い
く
体
制
の
一
環
と
し
て
、
両
社
の
社
員

を
互
い
に
出
向
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
提
携
で
は
当
社
の
技
術
力
を
発
揮
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
、
流
通

の
合
理
化
を
通
じ
て
顧
客
に
新
し
い
価
値
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

一
方
で
当
社
は
新
し
い
形
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
構
築
し
た
。東
レ
合
繊
ク
ラ
ス
タ
ー
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
北
陸
三
県
（
石
川
・
福
井
・
富
山
）

の
繊
維
産
業
に
関
わ
る
企
業
や
大
学
、
行
政
な
ど

六
七
者
が
集
ま
り
二
〇
〇
四
年
に
発
足
し
た
も

の
。 こ

れ
ま
で
の
原
糸
メ
ー
カ
ー
系
列
や
そ
の
下

請
け
で
構
成
す
る
自
前
主
義
を
捨
て
、
川
上
の

糸
加
工
か
ら
川
中
の
織
り
、
編
み
、
染
色
、
縫
製

ま
で
の
連
携
体
制
を
構
築
し
、
産
地
企
業
の
活
性

化
・
国
際
競
争
力
の
強
化
を
目
指
そ
う
と
結
成
さ

れ
た
。
そ
し
て
こ
の
集
団
を
バ
ー
チ
ャ
ル
カ
ン
パ

ニ
ー
と
し
て
捉
え
、
会
員
間
の
競
争
と
協
調
・
連

携
を
ベ
ー
ス
に「
新
素
材
・
新
商
品
の
開
発
」や「
出

口
と
し
て
の
市
場
・
販
路
開
拓
」
を
進
め
て
い
く
。

こ
こ
で
の
当
社
の
役
割
は
事
務
局
機
能
や
必
要

に
応
じ
た
技
術
・
経
営
支
援
な
ど
の
後
方
支
援
で

あ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
X
へ
の
挑
戦

　
〜
東
レ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〜

東
レ
株
式
会
社 

顧
問 

斉
藤
典
彦
氏

▲東レ㈱ 斉藤典彦 顧問

▲基調講演の様子
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大会決議
一
．�中
小
企
業
の
新
市
場
創
出
に
よ
る
多
極
的
な
産
業
構
造
構
築

の
た
め
、
新
商
品
開
発
を
目
的
と
し
た
異
分
野
に
よ
る
組
合

を
始
め
と
す
る
組
織
化
、
あ
る
い
は
組
合
間
連
携
等
、
相
互

の
強
み
や
特
性
を
活
か
し
、
新
た
な
経
営
資
源
、
新
た
な
市

場
獲
得
に
結
び
付
け
る
活
動
の
支
援
強
化
を
図
る
こ
と

一
．�地
域
経
済
活
性
化
と
防
災
・
減
災
と
の
両
立
の
た
め
、
中
小

企
業
の
基
盤
整
備
や
B
C
P
対
策
を
は
じ
め
、
沿
岸
・
都
市

部
の
再
生
、
内
陸
・
高
台
部
の
革
新
、
そ
し
て
そ
の
両
者
を

結
ぶ
地
域
間
の
連
携
等
に
お
い
て
、
組
合
組
織
を
積
極
的
に

活
用
す
る
と
と
も
に
、
特
段
の
配
慮
を
図
る
こ
と

一
．�衰
退
の
危
機
に
あ
る
地
方
都
市
再
生
の
た
め
、
商
店
街
活
性

化
や
地
域
資
源
活
用
に
よ
る
新
た
な
第
三
次
産
業
等
の
都
市

産
業
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
活
力
を
呼
び
込
む
た
め

の
助
成
措
置
を
行
う
こ
と

一
．�中
小
企
業
の
官
公
需
受
注
機
会
が
減
少
す
る
状
況
に
お
い
て
、

受
注
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
官
公
需
適
格
組
合
な
ど
の
中

小
企
業
組
合
へ
の
積
極
的
な
業
務
の
発
注
、
分
離
・
分
割
発

注
に
よ
り
、
受
注
機
会
の
増
大
を
促
進
す
る
こ
と

一
．�中
小
企
業
は
、
自
身
が
も
つ
高
い
技
術
力
や
独
創
性
、
発
展

性
な
ど
が
若
年
者
に
理
解
さ
れ
に
く
く
、
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
な
ど
に
よ
り
、
慢
性
的
な
人
材
不
足
に
陥
っ
て
い
る
。
中

小
企
業
の
魅
力
が
発
信
さ
れ
、
人
材
の
確
保
に
つ
な
が
る
よ

う
就
労
支
援
対
策
に
努
め
る
こ
と

一
．�中
小
企
業
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
貴
重
な
技
術
や
技
能
を

若
手
人
材
に
円
滑
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
人
材
育
成
に
対
す
る

支
援
の
拡
充
に
努
め
る
こ
と

一
．�平
成
二
六
年
四
月
か
ら
の
消
費
税
引
き
上
げ
を
見
据
え
、
取

引
先
へ
の
価
格
転
嫁
の
徹
底
等
、
中
小
企
業
へ
の
悪
影
響
に

配
慮
し
た
環
境
整
備
に
努
め
る
こ
と

一
．�中
小
企
業
に
お
け
る
地
域
経
済
や
地
域
雇
用
へ
の
貢
献
と
成

長
を
支
え
る
た
め
、
省
エ
ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
支
援
を
は
じ
め
、
電
力
の
安
価
な
安
定
供
給
に
配
慮
す
る

こ
と

一
．�地
域
経
済
を
牽
引
す
る
中
小
企
業
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
の

た
め
、
中
小
企
業
連
携
組
織
対
策
の
一
層
の
充
実
・
拡
大
を

進
め
、
中
小
企
業
組
合
及
び
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
基
盤

と
機
能
の
強
化
を
図
る
こ
と

静岡県中央会からの提言（組合活性化情報誌より）

ビジネスXへの挑戦
　　　　　　成功に導く3つのキーワード

中央会が提案する「ビジネスX」は、決して明確な定義を
有するコトバではない。

繰り返しになるが、中小企業が大企業と比較し不足する
経営資源を補うため、産業や業種・企業の垣根を超え新た
な商品・サービスを生み出しビジネスチャンスを創出しよ
うという提案。これが大会テーマ「ビジネスXへの挑戦」で
ある。

これまでの中小企業施策を振り返ると、1980年代の地場
産業振興対策、異業種交流、1988年の融合化法、2001年の
産業クラスター、2005年の新連携、2007年の地域資源活用
事業、2008年の農商工連携、そして2011年の６次産業化法
等々―― 呼び名は変われども、中小企業振興策は「連携」
による事業創出をその重要な戦略目標としてきた。この県
大会では産業界に根付きつつある「連携」の度合いをさら
に高め、いかにビジネスに結び付けるか、という解を導く
キッカケとするのがねらいである。

組合とは、まさに企業連携・異業種連携のあり方を様々
な共同事業として具現化した成功事例である。たとえ今現
在の事業不振から、寿命をまっとうしたかに見える組合
も、何らかのキッカケで組合再生へと転じる可能性を秘め
ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

そのテコとなるのが組合の苗床機能であり、冒頭、明治
大の森下教授が述べた「組合によって与えられた事業か
ら、組合員自らが組合と共に生み出す組合事業への転換」
を促す重要なバックグランドとなる。

では、ビジネスXを成功させるにはどのようなポイント
を押さえるべきか。本大会から学んだ内容を中心に以下の
三点をあげる。
一つ目は、ビジネスモデルの共有である。

異業種との連携では、その目的に向け共通のサクセスス
トーリー（夢）を抱き、企業間で共有できるかが成功のカギ
を握る。さまざまな産業に所属するビジネスパーソンとコ
ミュニケーションをとって仕事を進めていくためには、相
手との共通言語をもたねばならない。連携の実効性を高め

ていく重要なポイントである。
また、そのストーリーがお互いの利益を生むものである

ことが必要だ。自社の利益は確保できても、連携先の利益
を生み出すことができなければ、関係維持は困難である。
二つ目は、ビジネスモデルを遂行する人、組織の存在であ
る。

計画を実現に導く「人づくり」「組織づくり」に取り組み、
かつ、連携事業の進化を前提に継続実施することがポイン
トである。０から１を生み出す重要な源泉は経営者自身の
創造性や行動力であるが、事業の発展と共に組織に求めら
れる能力はこれと異なる。事業の成長度合いに応じた管理
能力、管理スタッフなど組織づくりへの視点を忘れてはな
らない。
三つ目は、ブランド構築への視点である。

自慢の商品・製品・サービスも充実し、より多くの人にそ
の魅力を伝えたい。しかし、これをどう表現したらよいの
か。現代は、顧客からおカネをとるのが難しい時代。おカネ
をとるには、差別化が必要だ。

中央会の補助事業の内容を見ても、多くの組合や任意グ
ループが商品のデザイン統一やブランド形成を重視し、顧
客にじっくりと商品の魅力を伝える努力をしている。以下
では、多くの組合等が実施したブランド戦略の一端を紹介
する。

一つは、生産工程や飼育方法など、独自基準の設定であ
る。すなわち、他社が容易にマネや参入できない独自技術
の確立が第一歩といえる。

次に、ブランドイメージの形成である。グループ企業や
商品・製品の特徴、経営理念などが消費者や顧客に伝わる
ように表現できているか。そのためには、デザイナーなど
の専門家活用も一手だ。

最後はメディア活用である。形成したブランドもター
ゲットに認知されなければ、無いも等しい。多くに知って
もらうには、やはり新聞や広告、テレビ等のマスコミ活用
が有効である。

ブランド化は他社との差別化による価格競争から脱却
できる有効な手立てとして重視してほしい。
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今大会のテーマは「ビジネスＸへの挑戦！」。これは掛け合わせを意味する造語。ここでは、自らの強みや特性を活かし
組合員同士や組合間連携により事業展開し、成果を挙げている事例を紹介する

連携による新たな組合活動の紹介

協同組合HAMING
ものづくりの街「浜松」発　医療・介護機器ブランド創出へ
　　〜 地域の技術を結集し成長産業へ挑戦 〜

［連携の背景／複数の経営資源を結集することで医療機器分野への挑戦が実現］
一般規格ネジ商社の橋本螺子㈱（理事長企業）が、軽くて強いチタンの特性に注

目し医療機器製造部門に進出したことが始まり。しかし、医療機器分野での事業展
開は、一社で対応するには限界があったため、チタン加工などを得意とする企業と
連携し、製造は役割分担し研究開発や受注は共同で行うことを発案した。その後、
浜松地域イノベーション推進機構内の研究会を通じて集まった、チタンの医療分野
への応用に関心が高い企業同士で手術器具の試作を繰り返した。平成24年11月、橋
本螺子㈱の呼びかけで試作を行ってきた4社が集まり、各社の得意技術、経験、販路
等の経営資源を結集し、医療機器製造へ本格的に進出するための組織、㈿HAMING
を立ち上げた。
（ハミング：Hamamatsu Medical Innovative Group）
［連携の概要及び成果／体制確立により開発力アップ、既に受注実績も］

現在、手術用の鉗子（かんし）や開腹器など一般的な医療器具市場では、大半は
安い海外品が出回っており、手作りで高品質な国産品は、職人の高齢化などにより
存続が危ぶまれている。

組合では、この職人技術を機械化し継承していくことなどを目指しており、毎月
組合員全員が集まり組合運営や将来戦略について議論を重ねている。

実際の製品プロジェクトでは、中心となる技術担当企業を決めて開発に当たって
おり、既に、チタン製の手術用開創器や先端微細技術を活用した眼下で使用の手術
用マイクロピンセットの試作開発に成功した他、肛門鏡は受注実績もあげている。
［今後の展望／さらなる連携で浜松発の医療・介護機器ブランド確立を目指す］

今後、浜松医科大学、浜松医工連携研究会や理学療法士など外部の専門家とも連
携を図りながら、医療機器の製品開発を進めていく予定。

さらに、医療機器分野と同じく成長分野として注目されている福祉・介護分野に
も進出する考え。昨年度中央会補助事業を活用し、床ずれ防止のための体位変換を
介助者が負担なく、安全に支援するための寝返り支援器の試作に成功。今年度は、
さらに試作品の改良及びブラュシュアップを図り、商品化を進め、床ずれ防止機器
市場の開拓を目指している。

また、介護現場の実情を把握しそのニーズを製品開発に活かすため、地域の高齢
者施設と連携して、介護現場の負担軽減のための新たな介護機器の開発を目指した
技術検討会もスタートした。

将来は医療・介護機器分野でHAMINGブランドを確立し、ものづくりが盛んな浜
松から全国にそして海外にも進出することを目標としている。

秩父観光土産品協同組合&秩父樹液生産協同組合
楓の樹液を活用した新たな取り組み
　　〜 地域の繋がり力で長続きするビジネスへ挑戦 〜

［連携の背景／楓の樹液で森林再生、関係者の熱意で「樹液サイダー」誕生］
埼玉県秩父市に生育する楓を活用し、衰退傾向の地域林業を活性化させ秩父の山

を守ることを目的に、NPO法人秩父百年の森（埼玉県秩父市）が活動したことが始
まり。森林再生には、楓の樹液を販売して林業者の収入を確保し山を手入れする仕
組みが必要であったため、NPO法人が、秩父市の観光土産品業者などで構成する秩
父観光土産品協同組合に対して、取組みへの理解と協力を呼び掛け動き始めた。平
成24年5月、関係者の熱意と行動力により楓の樹液（原液を半分位使用）を活用し
た「カエデの樹液サイダー」が誕生、テレビなどで取り上げられたこともあり、初
年度用意した2万本は完売するなど一気に取組みへの機運が高まった。
［連携の概要及び成果／全量買い取りで林業再生と新たな特産品開発に期待］

楓の樹液を活用したこの一連の取組みは、秩父観光土産品協同組合（以下：観光

▲開腹器（試作）

▲寝返り介護器の開発の様子

▲カエデの樹液サイダー他

6中小企業静岡 2013.12

組合活性化情報

25年12月号_本文.indd   6 13/11/28   14:00



土産品組合）と、NPO法人秩父百年の森や地域の林業者などで構成する秩父樹液生
産協同組合（以下：樹液生産組合）の連携によって成り立っている。杉は伐採して
も1本1,000円足らずであるが、楓の樹液（1本から樹液20ℓ採取）は、観光土産品
組合が400円/ℓで買い取るため、樹液生産組合は、1本の楓から約8万円の収入が
得られるようになった。観光土産品組合では、採取された樹液全量を樹液生産組合
から買い取る契約を結んでおり、現在の買い取り量10トン位を今後30トン位まで増
やしていく計画。観光土産品組合は、買い取った大量の楓の樹液を組合員などに販
売供給し、組合員は樹液を活用した特産品の開発販売に努めている。さらに、組合
ブランド商品として、樹液を50%使用した樹液サイダーを始め、樹液100%飲料や
シロップなども販売している。スタートしてわずか1年半であるが、組合ブランド商
品及び組合員商品を含めて約3,000万円の売上実績が出ている。一方、樹液生産組
合は、樹液の安定供給を図ることで観光土産品組合から安定した収入を得ることが
できるため、その収入をもとに荒れた山の枝打ちや間伐を進めながら、杉の人工林
の中に楓を植え育成することで森林環境の改善に努めている。
［今後の展望／長続きするビジネスを目指す］

連携の根底には、「森林再生は林業関係者だけでなく、都会の人をはじめ恩恵を受
けている全ての人達で山に還元するシステムをつくりたい」という考え方が、両組
合関係者にしっかりと根付いている。今後、観光土産品組合では、大手流通業者を
含め既存販売ルート以外の流通ルートへの販路開拓を行う予定であり、恩恵を受け
ている “都会の人” に対してもこの取組みへの協力を求めていく予定。「楓の樹液」
を通して地域の1次、2次、3次産業者が、各々の立場で努力すると共に繋がりを持
つことで、長続きするビジネスを目指している。

静岡中部金属開発協同組合
静岡県中部地域発　発電効率の高い「小水力発電機」
　　〜 地域企業の連携により環境・エネルギー分野へ挑戦 〜

［連携の背景／地域企業同士で新事業展開を模索］
地域の企業同士で連携し知恵を出し合い新たな事業・産業を創出したいという志

のもと、藤枝市の金属加工機械卸売業メイセー機械㈱代表者（現理事長）が取引企
業の後継者を中心に声をかけ、平成22年4月任意組織を立ち上げたことが始まり。
東日本大震災以降一変した日本のエネルギー事情をいち早く捉え、各社の技術・ノ
ウハウを結集し「環境・エネルギー」分野に対する新事業展開を目指し研究を重ね
た結果、縁合って小水力発電装置の開発に取り組むこととなった。その後、流れが
緩やかな農業用水路で使える小水力発電機を試作開発（5kw出力）し、PRのために
各種展示会に出展したり、藤枝市内で本格的導入に向けた実証実験も始めた。そして、
ビジネスとして軌道に乗せるため法人化に踏み切り、平成25年10月、静岡中部金属
開発協同組合が設立された。
［連携の概要及び成果／発電効率の高い小水力発電機を開発］

現在組合員は6人。機械製造・金属加工業など組合員各社が持つ技術、知識、経験
を活かして、核事業である小水力発電機の開発・販路拡大に全力で取り組んでいる。

既存の小水力発電機の多くは、流水の落下と水車の回転による構造が主流である
ため、条件によっては一定の流速のある水路が設置場所の条件となり、普及の足か
せとなる要因となっていた。そこで当組合では、流れが緩やかな水路でも水流を加
速させ効率よく発電させる設備を考案。併せて独特の形状「ループウイング型」の
スクリューを水中に沈めることで、従来の水車型と比べてはるかに高い発電量を実
現した。さらに、ゴミもほとんどつかないためメンテナンスが簡単な点や、小型で
設置費用が小額で済む点なども評価されている。

任意組織の段階で、多額の開発費用を出し合い、これだけの試作機を開発できた
要因は、各社が明確な理念と目的をしっかりと共有し合い、責任感と成果への期待
感を持っていたからである。
［今後の展望／先ずは地元へ導入、そして国内外へ販路拡大を目指す

国をはじめ県、市町の再生可能エネルギー、特に小水力発電に期待する声が高ま
る中で、当組合が開発した効率の良い小水力発電機は、少しずつその存在を高めて
きている。中には、発展途上国の二国間オフセット・クレジット制度に適している
との声も上がっているが、組合としては、先ず地元の農業用水路などに導入したい
考え。その後、県内外、そして海外関係者の方に実際に見に来てもらうなど静岡県
中部地区発の環境・エネルギー産業として各地に発信していきたい考え。

また、小水力発電機以外にも、組合員の技術・ノウハウを活かして、共同受注・
共同開発事業を拡大していく計画である。

▲樹液は無色透明・糖度2

▲農業用水路での実証実験風景

▲発電効率の高いループウィング
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消費税転嫁対策
特別措置法について

～転嫁カルテル・表示カルテルとは～

POINT ❶ 転嫁カルテル
転嫁カルテルとは、「消費税の転嫁の方法の決定」についての共同行為です。
転嫁カルテルを行うことができるのは、主に中小事業者やその団体です。
転嫁カルテルとして行うことができる行為は、例えば、以下のとおりです。

〈具体例〉
●各事業者がそれぞれ自主的に定めている本体価格に
消費税額分を上乗せする旨の決定
●消費税率引上げ分を上乗せした結果、計算上生じる
端数について、対象となる商品の値付け単位、取引
慣行、上乗せ前の価格からの上昇の度合等を考慮し
て、切上げ、切捨て、四捨五入等により合理的な範
囲で処理する旨の決定
　 例1  
　本体価格98円×8%=消費税額7.84円　→　8円
　 例2
 本体価格93円×8%=消費税額7.44円　→　7円

【以下のような行為は認められません】
●消費税率引上げ後の税抜価格（本体価格）
　又は税込価格を統一する旨の決定
●消費税率引上げ分と異なる額（率）を転嫁する旨の
決定
●合理的な範囲を超える不当な端数処理を行う旨の決
定など

消費税の
転嫁の方法の決定

中小事業者とは？

製造業・建設業・運輸業等

卸売業

サービス業

小売業

業　種

3億円以下又は300人以下

1億円以下又は100人以下

5千万円以下又は100人以下

5千万円以下又は50人以下

このほか、政令
による特例があ
ります

資本金規模・従業員規模

〈凡例〉 注

前号では消費税転嫁対策特別措置法で定められている消費税転嫁に関する禁止事項や価格表

示例などを紹介した。今回は同法消費税の転嫁の方法の決定及び表示の方法の決定に係る共同

行為（転嫁カルテル・表示カルテル）について、内閣府などの関係省庁が発行した資料を基に

紹介する。

※「消費税の円滑かつ適正な転嫁のために」より転載。内閣官房、内閣府、公正取引委員会、消費者庁、財務省

消費税転嫁対策
特別措置法について

～転嫁カルテル・表示カルテルとは～
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POINT ❷ 表示カルテル
表示カルテルとは、「消費税についての表示の方法の決定」についての共同行
為です。表示カルテルは、全ての事業者又は事業者団体が行うことができます。
表示カルテルとして行うことができる行為は、例えば、以下のとおりです。

〈具体例〉 
⃝消費税率引上げ後の価格について統一的な表示方法を用いる旨の決定
　ア　税込価格を表示する場合
　　　 例1  「 税込価格」と「消費税額」とを並べて表示
　　　 例2  「 税込価格」と「税抜価格」とを並べて表示
　イ　 税込価格を表示しない場合
　　　（総額表示義務の特例を利用する場合）
　　　 例1  個々の値札に、税抜価格を表示した上、「+税」と表示する旨の決定
　　　 例2   個々の値札は税抜価格を表示した上、商品棚等の消費者に見やすい場所に、「消費税

は別途いただきます」などと表示する旨の決定

【形式上、表示の方法を決定するものであっても、共同行為の内容に転嫁カルテルの内容が含まれて
いる場合には、「転嫁カルテル」の届出が必要です】☞ POINT ❶

〈具体例〉
⃝消費税率引上げ分を消費税率引上げ前の対価に上乗せした結果、計算上生じる端数を切上げによ

り処理して、税込価格を表示する旨の決定

消費税についての
表示の方法の決定

コ
レ
が
い
い
な

コ
レ
が
分
か
り

や
す
い
わ

決
め
ま
し
ょ
う

ど
の
表
示
で

統
一
す
る
か

消
費
税
は
別
途

い
た
だ
き
ま
す

100円

税込 108円
（消費税 8円）

100円＋税
税抜 100円

（税込 108円）

消費税の転嫁及び表示の方法の決定に係る共同行為を行う際には、次の点に御注意ください

注1	 転嫁の方法の決定に係る共同行為と表示の方法の決定に係る共同行為とでは、要件が異なります
 ▶転嫁の方法の決定に係る共同行為には参加事業者の３分の２以上が中小事業者であることが必要です。
  注  表示の方法の決定に係る共同行為は、全ての事業者又は事業者団体に認められています。
注2	 以下の期間の共同行為が認められます
 ▶ 平成26年４月１日から平成29年３月31日までの間の商品又は役務の供給を対象とした共同行為が独占禁止法の適用除外

の対象となります。
  注  届出は平成25年10月１日から可能です。
注3	 共同行為を行う場合、公正取引委員会への事前の届出が必要です
 ▶共同行為を行うには、公正取引委員会に対して、共同行為の内容等について、事前に届け出る必要があります。
 ▶ 届出書の様式など、具体的な届出の方法については、公正取引委員会ホームページ（http://www.jftc.go.jp/）を御覧く

ださい。
注意点  共同行為はあくまでも任意のものです。これを行うかどうか、これに参加するかどうかは、個別の事業者又は事業者団体の

自主的な判断に委ねられており、この法律によって、共同行為の実施や参加を強制するものではありません。
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Topics

る
た
め
、
決
議
事
項
の
早
急
な
実
現
を

求
め
る
と
と
も
に
、
組
合
の
原
点
で
あ

る
相
互
扶
助
・
絆
の
力
を
活
か
し
て
組

合
の
団
結
力
を
さ
ら
に
強
化
し
、
活
力

溢
れ
る
日
本
と
な
る
よ
う
全
力
を
尽
く

す
こ
と
を
誓
う
と
し
た
『
大
会
宣
言
』

を
高
ら
か
に
宣
言
。
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、

優
良
組
合
三
四
組
合
、
組
合
功
労
者

六
九
名
、
中
央
会
優
秀
専
従
者
四
三
名

に
全
国
中
央
会
鶴
田
欣
也
会
長
か
ら
、

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

本
県
関
係
で
は
、
優
良
組
合
と
し
て

富
士
市
水
道
指
定
工
事
店
協
同
組
合

（
服
部
愛
一
郎
理
事
長
・
富
士
市
）、
静

岡
県
菓
子
工
業
組
合
（
杉
山
孝
俊
理
事

長
・
静
岡
市
）、
浜
松
西
テ
ク
ノ
協
同

組
合（
平
岡
知
晃
理
事
長
・
浜
松
市
）が
、

中
央
会
優
秀
専
従
者
と
し
て
大
谷
裕
紀

（
経
営
支
援
課
）、
住
川
守
雄
（
西
部
事

務
所
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
の
栄
に
浴
し

た
。な

お
、
次
回
の
全
国
大
会
は
、
平
成

二
六
年
一
〇
月
二
三
日
に
東
京
都
で
開

催
さ
れ
る
予
定
。

第
六
五
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会

（
全
国
中
央
会･
滋
賀
県
中
央
会
共
催
）

が
、
一
○
月
二
四
日
、
大
津
市
の
”滋

賀
県
立
芸
術
劇
場
び
わ
湖
ホ
ー
ル
“
で

開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
全
国
各
地
か

ら
約
二
二
〇
〇
人
の
中
小
企
業
関
係
者

が
参
集
。
本
県
か
ら
は
、
四
〇
人
を
超

え
る
組
合
代
表
者
ら
が
出
席
し
た
。

今
大
会
で
は
”つ
な
が
る
絆
、
ひ
ろ

が
る
未
来
〜
組
合 

絆 

ル
ネ
サ
ン
ス
〜
“

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
実
感
あ
る
景
気
回

復
と
経
済
成
長
の
実
現
や
中
小
企
業
の

活
力
強
化
な
ど
、
中
小
企
業
対
策
と
し

て
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
一
五
項
目
を

大
会
決
議
と
し
て
採
択
し
た
。

ま
た
大
会
の
意
義
を
内
外
に
表
明
す

15項目の大会決議

▲ 会場のびわ湖ホールには、全国各地から約2200人の中小企業組合関係者
らが集まった

浜松西テクノ
協同組合

平岡知晃 理事長

静岡県菓子
工業組合

杉山孝俊 理事長

富士市水道指定
工事店協同組合
服部愛一郎 理事長

Ⅰ．実感ある景気回復と経済成長の実現
■デフレ脱却のための成長戦略の具現化
■東日本大震災からの復興の継続支援の拡充
■原発事故克服への対応
■中小・小規模企業の連携・組織化支援政策の強化
■中小企業団体中央会の支援体制の強化・拡充
■公正な競争環境の整備
■官公需対策の強化
■海外展開支援・TPPへの的確な対応

Ⅱ．中小企業の活力強化
■ 中小企業金融機能の拡充と成長戦略を具現化する金
融支援の強化
■設備投資の促進等中小企業関係税制の拡充
■消費税引上げ実施に向けた万全な対策の実施
■商店街等及び中小小売商業の活性化支援の拡充
■中小流通業・サービス業振興対策の強化
■社会保障制度の見直し
■中小企業の実態を踏まえた労働・教育対策の推進

優　良　組　合

”つ
な
が
る
絆
、ひ
ろ
が
る
未
来 

〜
組
合 

絆 

ル
ネ
サ
ン
ス
〜
“

　  
テ
ー
マ
に
滋
賀
県
で
全
国
大
会

第
六
五
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
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「
私
は
縁
の
下
で
支
え
る
タ
イ
プ
で
、
表

に
出
る
の
は
苦
手
」
と
語
る
塗
装
職

人
が
、
一
一
月
六
日
、
卓
越
し
た
技
術
者
に

贈
ら
れ
る
『
現
代
の
名
工
』
を
受
賞
し
た
。

「
ビ
ッ
ク
リ
し
た
、
が
率
直
な
と
こ
ろ
。
周

り
の
方
に
支
え
ら
れ
て
き
た
結
果
だ
と
思
い

ま
す
。
感
謝
し
て
い
ま
す
し
、
嬉
し
い
で
す
」

と
謙
虚
に
受
賞
の
喜
び
を
語
る
。

工
業
高
校
卒
業
後
、
父
の
経
営
す
る
株
式

会
社
小
川
塗
装
店
に
入
社
。「
実
は
他
社
に
就

職
が
決
ま
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
春
休
み
に
父

の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
ら
そ
の
ま
ま
働
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
」。
以
来
、
建
築
塗
装
の

職
人
と
し
て
四
〇
年
以
上
の
経
歴
を
誇
る
。

塗
装
の
中
で
も
木
製
品
は
難
し
い
も
の
の

一
つ
。「
お
客
さ
ん
の
好
み
に
合
わ
せ
木
を

漂
白
し
て
白
く
し
て
か
ら
塗
装
す
る
な
ん
て

こ
と
も
し
ま
す
」
と
素
地
の
材
質
や
施
工
工

程
な
ど
そ
の
時
々
の
条
件
を
踏
ま
え
な
が
ら

塗
装
し
て
い
く
。

「
塗
装
技
術
は
体
で
覚
え
る
も
の
。
先
輩

の
作
業
を
見
た
り
、
実
際
に
作
業
を
す
る
中

で
時
に
は
失
敗
し
な
が
ら
身
に
付
け
て
い
っ

た
」
と
語
る
。

「
塗
装
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
？
　
自
分

が
満
足
す
る
こ
と
で
は
無
く
お
客
さ
ん
に
満

足
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。
こ
れ
が
一
番
。
そ

の
た
め
に
も
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
も
行
い
ま

す
し
、
色
の
サ
ン
プ
ル
も
見
せ
る
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
塗
装
方
法
、
塗
料
、
道
具
な

ど
こ
れ
か
ら
も
常
に
勉
強
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
」
と
ひ
た
む
き
に
仕
事
に
向
き

合
う
。

ま
た
「
大
事
な
の
は
根
気
。
技
術
は
経
験

し
な
い
と
身
に
つ
い
て
い
か
な
い
の
で
、
仕

事
を
好
き
に
な
り
続
け
て
い
く
こ
と
が
重

要
」
と
語
る
。

所
属
す
る
静
岡
県
塗
装
看
板
業
協
同
組
合

で
は
塗
装
技
能
開
発
委
員
長
を
務
め
、
塗
装

技
能
検
定
試
験
の
検
定
員
を
担
当
。「
受
験

に
要
す
る
経
験
年
数
が
短
く
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
調
色
に
苦
労
す
る
受
験
生
が
増
え
て
い

る
。
若
い
人
に
は
頑
張
っ
て
練
習
し
て
も
ら

い
た
い
ね
」
と
期
待
を
込
め
る
。

ま
た
、
組
合
の
副
理
事
長
も
務
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
一
環
と
し
て
希
望
す
る
小
学
校

で
塗
装
体
験
教
室
も
行
っ
て
い
る
。「
や
は

り
細
か
い
作
業
な
ん
か
は
男
の
子
よ
り
女
の

子
の
方
が
上
手
。
集
中
力
も
続
き
ま
す
し
、

向
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
…
女
性
の
職
人

は
少
な
い
で
す
ね
（
笑
）」。

職
人
と
し
て
活
躍
す
る
傍
ら
経
営
者
と
し

て
も
手
腕
を
振
る
う
。

「
朝
六
時
に
は
会
社
に
来
て
い
ま
す
。
現

場
の
割
り
振
り
や
従
業
員
が
そ
の
日
行
う
作

業
の
準
備
を
す
る
た
め
に
。
そ
う
す
れ
ば
従

業
員
が
来
て
す
ぐ
現
場
に
い
け
る
で
し
ょ
」

と
ム
ダ
を
嫌
う
。「
新
し
い
道
具
が
出
た
ら

試
し
ま
す
よ
。
例
え
ば
昔
は
ハ
ケ
一
本
で

塗
っ
て
い
た
の
が
ロ
ー
ラ
ー
が
出
て
き
て
効

率
が
上
が
り
ま
し
た
し
、
便
利
な
も
の
は
取

り
入
れ
て
い
き
ま
す
。
早
く
効
率
良
く
作
業

す
る
こ
と
が
重
要
」
と
続
け
る
。

会
社
に
は
三
代
目
に
な
る
予
定
の
ご
子
息

が
い
る
。

「
塗
装
の
面
白
さ
や
難
し
さ
、
や
り
が
い

は
も
ち
ろ
ん
、
心
を
込
め
て
丁
寧
に
仕
事
を

す
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
」。

静岡県塗装看板業協同組合
小川俊直 副理事長

卓越した塗装技術で
現代の名工を受賞

組合活性化情報
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○募　集　代　理　店　静鉄保険サービス株式会社
　　〒420-0837　 静岡市葵区日出町8-3 静鉄日出町ビル2F
　　TEL ： 054-653-5007　FAX ： 054-653-5068

○募　集　代　理　店　 有限会社市川保険サービス
　　〒433-8112　浜松市北区初生町700-7
　　TEL ： 053-414-2237　FAX ： 053-414-2238

◎事務幹事代理店　静岡県協同振興株式会社
　　〒420-0853　静岡市葵区追手町44-1
　　TEL ： 054-251-1637　FAX ： 054-255-0673

ご連絡先

＜引受保険会社＞
三井住友海上火災保険株式会社　静岡第二支社
　〒420-0031
　静岡市葵区呉服町1-2 三井住友海上静岡ビル4F
　TEL ： 054-273-5135　FAX ： 054-273-5230

NO.96405　SA9-091020-A3N　2011.07/A3N15/B
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＊経営者プランについてのお問い合わせ等は下記へ
静岡県協同振興株式会社

静岡市葵区追手町44-1　静岡県中小企業団体中央会 内
TEL：054-251-1637　FAX：054-251-1690

中央会がお勧めする経営者プラン
静岡県中小企業団体中央会では、新たに経営者プランを導入しました。
加入促進対象：組合役員及び組合員事業所の経営者・役員
組合の役員や事業所の経営者・役員の皆様の万一の保障と、役員退職慰労金の準備をする４つの
生命保険です。

保険の種類と特徴

（1） 終身医療保険 在任中と退任後の入院保障の備えと役員退職慰労金の準備
 ①医療保険です。
 ②掛金は全額損金計上できます。
 ③入院給付金は事業所への支払が可能です。
 ④終身払い型加入の場合は、加入期間に応じ解約返戻金を支給します。
 ⑤65歳、70歳払込満了型加入の場合は、解約返戻金はありません。
 ⑥ 役員退任時に、保険名義を退任役員様名義に変更することにより、保障を退職金として

現物支給できます。

（2） 低払いもどし金型定期保険 役員退職慰労金の準備
 ①死亡保険と積立がセット。
 ②髙い返戻率で解約金が支給されます。
 ③掛金の半額が損金計上できます。
 ④満期解約時に、一時金だけでなく年金での受け取りを選択できます。

（3） 就業不能プラン 経営リスク低減
 ① 経営者・役員が突然に就業不能の状態になった時に、保険金により経営リスクを低減 

します。
 ②一定条件で掛金が全額損金計上可能です。
 ③加入年数に応じ解約返戻金があります。

（4） 役員退職慰労金プラン （医療保険＋死亡保険）
 ①役員退職慰労金として、金銭でなくこの保険を名義変更し現物支給することができます。
 ②保険の権利をそのまま退職金として継続することができます。
 ③名義変更した場合に、その名義人には課税されません。
 ④ この役員退職慰労金プランは、終身医療保険と死亡保険をプラスした保険です。

目的別に上記４つの保険から選択いただき、それぞれ単独あるいは組合せでご加入いただけます。
４つの保険いずれかにご加入されますと、アクサ生命保険㈱のメディカルアシスタントサービ
スとメンタルサポートサービスを無料でご利用いただけます。
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協
同
組
合
沼
津
卸
商
社
セ
ン
タ
ー
は

創
立
四
五
周
年
を
記
念
し
て
、
沼
津
卸

団
地
ま
つ
り
を
駿
東
郡
清
水
町
の
同
団

地
で
一
一
月
二
日
に
開
催
し
た
。

地
元
住
民
や
地
域
社
会
へ
の
還
元
、

組
合
員
企
業
の
P
R
を
目
的
と
し
て
催

さ
れ
、
当
日
は
一
万
八
千
人
の
来
場
者

で
賑
わ
っ
た
。

開
会
に
あ
た
り
芹
澤
理
事
長
は
「
組

合
が
四
五
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
の
も
近

隣
の
皆
様
方
の
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
。
本
日
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
屋

台
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
用
意
し
た
の

で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶

し
た
。

会
場
で
は
沼
津
吹
奏
楽
団
に
よ
る
演

奏
が
行
わ
れ
ま
つ
り
雰
囲
気
を
盛
り
上

げ
た
。

ま
た
、
創
立
四
五
周
年
に
ち
な
み
組

合
員
四
五
社
が
協
賛
セ
ー
ル
を
開
催
。

お
も
し
ろ
自
転
車
ゾ
ー
ン
で
は
二
人

乗
り
自
転
車
な
ど
を
用
意
し
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

J
1
清
水
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
ダ
ン
ス

や
人
気
ヒ
ー
ロ
ー
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
を
行
っ
た
ほ
か
、
豪
華
景
品

四
五
本
を
用
意
し
た
大
抽
選
会
も
行
わ

れ
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。

静
岡
県
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
は

組
合
設
立
四
〇
周
年
記
念
大
会
を
静
岡

市
内
の
ホ
テ
ル
で
一
一
月
一
九
日
に
開

催
し
た
。組
合
関
係
者
や
県
議
会
議
員
、

各
市
町
の
行
政
担
当
者
ら
二
六
〇
名
が

参
加
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
鈴
木
雪
春
理
事
長

は
「
当
組
合
が
四
〇
周
年
を
迎
え
ら
れ

た
の
も
支
え
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
の

方
々
の
お
か
げ
。
市
町
か
ら
し
尿
処
理

を
受
託
し
て
い
る
意
義
を
も
う
一
度
考

え
、
今
後
行
政
各
機
関
と
の
さ
ら
な
る

連
携
を
図
っ
て
い
く
」
と
挨
拶
を
述
べ

た
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
や
北
海
道
大
学

か
ら
講
師
を
招
き
、
こ
れ
か
ら
の
し
尿

処
理
の
行
方
に
関
す
る
講
演
を
行
っ
た
。

大
会
の
前
段
で
行
わ
れ
た
式
典
で

は
、
し
尿
処
理
業
界
の
地
位
向
上
に
貢

献
し
た
組
合
員
や
、
組
合
設
立
当
初
か

ら
事
業
運
営
に
参
加
し
多
大
な
貢
献
を

し
た
功
労
者
一
〇
名
に
対
し
表
彰
を

行
っ
た
。

大
会
の
最
後
に
は
、
今
後
も
し
尿
等

の
清
掃
事
務
所
と
し
て
の
役
割
を
担
う

と
と
も
に
、
行
政
と
の
災
害
対
策
協
議

や
浄
化
槽
導
入
を
推
進
し
、
地
域
の
公

衆
衛
生
と
生
活
環
境
の
向
上
に
貢
献
す

る
こ
と
を
宣
言
し
閉
会
し
た
。

組
合
設
立
四
〇
周
年
記
念
大
会
を
開
催

静
岡
県
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

組
合
設
立
四
五
周
年
ま
つ
り
を
盛
大
に
開
催

協
同
組
合
沼
津
卸
商
社
セ
ン
タ
ー

▲記念講演の様子

▲表彰する鈴木理事長（左から2人目）と受賞者（左）

▲開会の挨拶をする芹澤理事長（左から2人目）

▲まつりは大勢の来場者で賑わった
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ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
活
用
法
に
つ

い
て
、
I
T
は
ま
な
こ
協
同
組
合
の
組

合
員
で
あ
る
有
限
会
社
サ
ス
ネ
ッ
ト
の

村
松
竜
也
氏
が
、
解
説
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
多
機
能
端
末

を
、業
務
の
中
で
活
用
し
て
い
き
た
い
」

「
現
在
、
静
岡
市
に
対
し
C
A
D
の
電

子
納
品
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
研

修
会
を
踏
ま
え
引
き
続
き
対
応
し
た

い
」「
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術

も
さ
ら
に
発
展
す
る
と
思
え
る
の
で
、

こ
れ
ら
も
勉
強
し
て
い
き
た
い
」
な
ど

様
々
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

県
内
の
鉄
骨
加
工
業
で
構
成
す
る
県

鐡
構
工
業
協
同
組
合
（
松
尾
浩
亘
理
事

長
）
は
、
一
〇
月
一
九
日
、
組
合
員
及

び
従
業
員
の
鉄
骨
加
工
技
術
の
向
上
を

目
的
に
、
組
合
、
組
合
員
企
業
の
経
営

改
善
を
図
る
た
め
の
研
修
を
行
っ
た
。

研
修
会
は
静
岡
市
で
行
い
、
組
合
員
ら

延
べ
約
一
〇
〇
人
が
参
加
し
た
。

午
前
の
講
習
に
は
、
小
野
徹
郎
椙
山

女
学
院
大
学
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

教
授
（
名
古
屋
工
業
大
学
名
誉
教
授
）

を
講
師
に
招
き
、
建
築
鉄
骨
溶
接
構
造

の
性
能
評
価
制
度
に
お
け
る
工
場
審
査

基
準
と
社
内
基
準
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い

て
、
基
準
の
考
え
方
や
審
査
基
準
の
必

要
性
な
ど
を
解
説
し
た
。

午
後
の
講
習
は
、
講
師
に
日
本
溶
接

技
術
セ
ン
タ
ー
日
本
溶
接
構
造
専
門
学

校
元
教
授
の
久
我
満
氏
が
講
義
を
行
っ

た
。松

尾
理
事
長
は
、「
東
日
本
大
震
災

を
経
て
、
我
々
に
は
品
質
・
安
全
の
確

保
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
い
る
。
研

修
を
き
っ
か
け
に
、
組
合
員
と
組
合
員

企
業
の
従
業
員
の
鉄
骨
加
工
技
術
を
向

上
さ
せ
、
品
質
確
保
と
競
争
力
の
強
化

を
図
り
た
い
。
今
後
も
自
信
を
持
っ
て

製
品
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
し
っ
か
り

と
学
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

静
岡
市
な
ど
の
水
道
工
事
業
者
で
構

成
さ
れ
る
静
岡
市
水
道
局
指
定
工
事
店

協
同
組
合
（
伊
藤
哲
理
事
長
）
及
び
清

水
管
工
事
シ
ス
テ
ム
協
同
組
合
（
宮
城

勇
理
事
長
）
は
、
一
〇
月
一
七
日
合
同

で
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
情
報
多
機
能
端
末
）

な
ど
を
使
用
し
た
I
T
講
習
会
を
開
催

し
た
。
今
回
の
講
習
会
は
初
め
て
の
試

み
で
、
各
企
業
の
若
手
を
中
心
に
四
二

人
が
参
加
し
た
。
講
習
で
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
ポ
ー

タ
ブ
ル
端
末
を
使
い
、
現
場
か
ら
事
務

所
の
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
す
る
「
モ
バ
イ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
活
用
術
」
な

ど
を
行
っ
た
。

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
フ
ァ
イ

ル
保
管
用
の
デ
ィ
ス
ク
ス
ペ
ー
ス
を
貸

し
出
す
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
「
オ
ン
ラ
イ

ン
ス
ト
レ
ー
ジ
」
を
使
い
、
作
成
し
た

フ
ァ
イ
ル
を
編
集
す
る
な
ど
の
ク
ラ
ウ

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
I
T
講
習
会

静
岡
市
水
道
局
指
定
工
事
店
協
同
組
合

清
水
管
工
事
シ
ス
テ
ム
協
同
組
合

鉄
骨
技
術
加
工
研
修

静
岡
県
鐡
構
工
業
協
同
組
合

▲最新のIT技術を講師が説明

▲研修に真剣に取り組む参加者

▲熱心に聞く参加者

▲講師小野氏による説明

15 中小企業静岡 2013.12

組合活性化情報

25年12月号_本文.indd   15 13/11/28   13:25



（平成25年10月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

業界の声 対象17業種より抜粋

静岡県就業支援局からのお知らせ

静岡県ワーク･ライフ･バランスセミナーのご案内
ワーク･ライフ･バランス実現のために、先進企業がどのような取組をしているのか、必要なことは何

かなどを具体的に紹介します。参加無料です。
日　時 会　場 講　師 募集締切

1月17日（金）

午後1時
〜

4時30分

浜松市福祉交流センター ㈱柳原新聞店
代表取締役 柳原一貴氏 1月15日（水）

1月22日（水） 沼津労政会館 ㈲伊豆介護センター
代表取締役 稲葉雅之氏 1月20日（月）

1月29日（水） 静岡労政会館 ㈱松岡カッター製作所
取締役 松岡慶子氏 1月27日（月）

2月 4日（火） プラザおおるり
（島田市）

木村飲料㈱
代表取締役社長 木村英文氏 1月31日（金）

※各回とも、富田中小企業診断士事務所代表　富田哲弥氏がコーディネーターを務めます。
◆内　　容　「県内の実践企業から学ぶワーク･ライフ･バランス」講義・意見交換等
◆対象者等　企業経営者、人事労務担当者や従業員、その他関心のある方。各回50人（先着順）
◆申込方法　詳細は、労働政策課ホームページ「しずおか労働福祉情報」をご覧ください。

【お問い合わせ先】	 静岡県経済産業部就業支援局労働政策課　
	 TEL：054-221-2338　FAX：054-271-1979
	 HP：http：//www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-210/index.html

■製造業
・		水産業にも価格上昇傾向の流れが見え始めているが、景
気好転の実感も持てず消費減退が懸念される。（水産食料
品加工）
・		原木不足により、国産材の檜原木、檜柱等各製品が急反発
している。（木材・木製品）

・		大手のトイレ紙が値上げ。値上げの遅れている中小メー
カー製品に需要がシフトしている。需給の引き締まりで、
中小の値上げ交渉も進んでいる。（パルプ・紙・紙加工品）
・		大手得意先の合併等により、受注量の減少が懸念される。
（印刷）
・		対前年比119%。最盛期となっているが、雇用には結びつ
かなく少人数でやりくりしている。（セメント・同製品）
・		受注単価の低下により、少しの数量変動が予想以上に収
益に影響を与える。年末に向かうに従い、廃業が増えてく
る気配がある。（金属製品）
・		消費増税前の駆け込み需要に期待がかかるが、まだ実需
に反映されておらず、一進一退が続く。来春以降、増税後
の落ち込みに恐怖感が募る。（生産用機械器具）
・		エアコン、冷蔵庫の生産販売は夏場の最盛期を過ぎ、今は
ひと段落。昨年並みの生産、販売を維持している。（電気機
械器具）
・		安価な大量生産物より技術力に支えられた個性を持った

製品が売れている。今後、職人をどうやって養成していく
かが課題。（輸送用機械器具）

■非製造業
・		災害復旧関連及び防災対策工事関係の大型案件に伴い、
出荷量は前年対比を上回り本年度最高の出荷量となっ
た。（セメント卸）
・		メーカーも新型の季節商品を発売したが、ネット販売の
隆盛下、従前の卸・小売店は打撃が大きい。価格競争で、利
益率は低下。（家電小売）
・		10月に入っても気温の高い日が多く、秋冬物の売上に苦
戦している。下旬に向かうに従い、11月に予定する大型
イベントのため客足が増えている。（商店街）
・		宿泊客数が増加している。10月より始めたキャンペーン
が好調である。（宿泊）
・		大きな変動はないものの、全体として受注案件は増加傾向
にあり、技術者不足の様相も続いている。（情報サービス）
・		専門業者が少なくなり、工事が進められないところが出
てきている。鉄骨業界が忙しく、注文しても納入が遅れる
可能性がある。（総合工事）
・		建築工事は個人住宅関連の仕事が多くて、職人が不足し
ている。（総合工事）
・		輸送に関しては多少の増加が見受けられるが、燃料費が
依然高騰を続け経営を圧迫している。（道路貨物運送）
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景況景況ウォッチ景況ウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチ 組合活性化情報

○10月の前年同月比のDI値は、「売上高」「収益状況」「設備操業度」の３項目が改善。「売上高」「設備操業度」
はプラス値を示し、前年同月を上回る傾向となった。
　製造業は、前月との比較で「売上高」「取引条件」「収益状況」「設備操業度」「業界の景況」の５項目にて改善した。
　非製造業は、前月との比較で「収益状況」が僅かに改善。「売上高」と「雇用人員」が前月と同様の傾向となった。
○中小企業の景況は、前月の全面的な回復基調に比べ、今月はやや足踏み状態。しかし、売上高と設備操業
度が前年同月を上回る。依然、個人住宅需要の高まりから木材・木製品、建設関連が好調を維持。また一般
機器、輸送用機器もあとに続くが、春以降の増税前の駆け込み需要とも見られる。なお建設業では、急激な
反動から職人不足に悩まされている。加速する高齢社会において、いかに活力ある人材を確保するかも今後
の大きなテーマといえる。消費税増税を目前に控えつつ、いずれの業種も年末を乗り切ることに注力する様
子がうかがえる。
　そのほか、原油や電気、資材価格のコスト上昇に対する価格転嫁も難しく、収益面の厳しさは解消していな
い。今後の推移には、十分注意を払う必要がある。

概　況

「売上高」「販売価格」「設備操業度」など、全9項目中3項目にて改善
～ 売上高、設備操業度がプラス値となり、前年同月を上回る傾向。

機械製造、建設を中心に回復基調が続いている。しかし、消費増税を控え先行きは不透明。～

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H25.10 4.6 －6.5 ±0.0 －5.8 －18.4 －15.0 12.8 －5.7 －13.8

DI値

H25.09 －2.3 －14.8 4.6 －3.5 －19.5 －8.1 －2.6 －4.6 －5.8

H25.9→H25.10 6.9↑ 8.3↑ －4.6↓ －2.3↓ 1.1↑ －6.9↓ 15.4↑ －1.1↓ －8.0↓

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、「在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。
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売上高
収益状況
業界の景況

H16.11.1 H17.11.1 H18.11.1 H19.11.1 H20.11.1 H21.11.1 H22.11.1 H23.11.1 H24.11.1

主要三指標DI値推移（過去10年間）
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平成26年1月から
県税を取り扱う事務所が変わります

静岡県では、課税業務の効率化と税務職員の専門性向上を
図るため、平成26年１月１日から県税事務の一部を沼津・静岡・
浜松の各財務事務所に集約します。この集約により、県税を取
り扱う財務事務所が変わります。申告書や申請書などの提出や
お問い合せなどは、集約後の財務事務所となりますので、ご理
解とご協力をお願いします。やむを得ず集約後の財務事務所に
提出できない場合は、これまでどおり集約前の財務事務所に提
出することができます。
なお、納税証明書は、すべての財務事務所で交付できます。

●静岡県財務事務所の県税別の所管区域
（平成26年1月〜）

※県たばこ税、県民税の利子割・株式等譲渡所得割・配当割は、
静岡財務事務所が所管します。

※核燃料税は、磐田財務事務所が所管します。

●法人県民税・法人事業税
●軽油引取税　　　●ゴルフ場利用税
●鉱区税、狩猟税、固定資産税（大規模償却資産）
●�自動車取得税、証紙徴収の自動車税
　（下田財務事務所管内は沼津財務事務所が所管します。）

上記の県税と不動産取得税の家屋評価業務を所管する財務
事務所は……
●�下田財務事務所…東伊豆町・河津町・下田市・南伊豆町・
松崎町・西伊豆町
●�沼津財務事務所…富士宮市・富士市・小山町・御殿場市・
裾野市・長泉町・清水町・沼津市・三島市・函南町・伊豆の
国市・熱海市・伊東市・伊豆市
●�静岡財務事務所…静岡市・川根本町・藤枝市・島田市・焼津市・
吉田町・牧之原市
●�浜松財務事務所…浜松市・森町・掛川市・菊川市・御前崎市・
袋井市・磐田市・湖西市	 ※順不同

●自動車税　　　　●個人事業税
●不動産取得税（家屋評価業務のみ上記）
●個人県民税（課税と徴収は市町が行います。）
※市町税務担当部署、税務署、法人会・青色申告会・納税貯
蓄組合等との連携・協力は、下記の所管区域の財務事務所
が行います。

上記の県税を所管する財務事務所は……
（不動産取得税の家屋評価業務以外は、従来と変更ありません）
●�下田財務事務所…東伊豆町・河津町・下田市・南伊豆町・
松崎町・西伊豆町
●熱海財務事務所…熱海市・伊東市
●�沼津財務事務所…小山町・御殿場市・裾野市・長泉町・清水町・
沼津市・三島市・函南町・伊豆の国市・伊豆市
●富士財務事務所…富士市・富士宮市

●静岡財務事務所…静岡市
●�藤枝財務事務所…川根本町・藤枝市・島田市・焼津市・吉田町・
牧之原市
●�磐田財務事務所…森町・掛川市・菊川市・御前崎市・袋井市・
磐田市
●浜松財務事務所…浜松市・湖西市	 ※順不同

Q&A　①法人の申告先は？
Q. �法人県民税・法人事業税の申告書をこれまでは藤枝財務事
務所に提出していましたが、集約後も藤枝財務事務所に提
出してよいですか？

A. �はい。やむを得ず静岡財務事務所に提出することができな
い場合は、藤枝財務事務所に提出することができます。な
お、記載方法の照会やお問い合わせについては、法人県民
税・法人事業税を所管する静岡財務事務所でお答えします。

②免税軽油の手続先は？
Q. �免税軽油使用者証や免税証の交付を熱海財務事務所で受
けていましたが、沼津財務事務所まで受け取りに行かなけ
ればならないのですか？

A. �いいえ。免税証の申請や交付の取り次ぎは、これまでどお
り熱海財務事務所でも行います。ただし、お急ぎの場合は、
直接、沼津財務事務所で手続をしてください。

③納税証明書の手続先は？
Q. �法人県民税・法人事業税の納税証明書の交付を磐田財務事
務所で受けていましたが、今後は、浜松財務事務所まで行
かなければならないのですか？

A. �いいえ。納税証明書は、これまでどおり、県内の各財務事
所で交付が受けられますので、最寄りの財務事務所で手続
をしてください。

●お問い合わせ
下田財務事務所管理課　TEL：0558-24-2012
〒415-0016 下田市中531-１（下田総合庁舎３F）
熱海財務事務所管理課　TEL：0557-82-9060
〒413-8686 熱海市水口町13-15（熱海総合庁舎３F）
沼津財務事務所管理課　TEL：055-920-2016
〒410-8520 沼津市高島本町１-３（東部総合庁舎５F） 
富士財務事務所管理課　TEL：0545-65-2115
〒416-8544 富士市本市場441-１（富士総合庁舎３F）
静岡財務事務所管理課　TEL：054-286-9120
〒422-8630 静岡市駿河区有明町２-20（静岡総合庁舎３F）
藤枝財務事務所管理課　TEL：054-644-9121
〒426-8663 藤枝市瀬戸新谷362-１（藤枝総合庁舎１F） 
磐田財務事務所管理課　TEL：0538-37-2214
〒438-0086 磐田市見付3599-４（中遠総合庁舎２F）
浜松財務事務所管理課　TEL：053-458-7129
〒430-0929 浜松市中区中央１-12-１（浜松総合庁舎１・２F）
県庁税務課税制広報班　TEL：054-221-2337
〒420-8601 静岡市葵区追手町９-６（県庁東館３F）
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職場実習受け入れ企業募集

〜職場実習を通じて若手人材を確保するチャンスです！〜
静岡県は、失業状態にある若年者の就職を応援する

ため、「緊急若年者就職応援事業」を実施しています。
本事業は、県の受託事業として株式会社東海道シ

グマが失業状態の若年者を雇用し、就業に必要な知
識・技能を習得するとともに、県内企業での職場実
習を経て就職に結び付けていくものです。

若手人材を確保したいとお考えの企業の皆様、ぜ
ひ御連絡ください。

〈企業のメリット〉
①将来を担う若手人材を確保！

・職場実習期間を通じて、貴社にマッチした人材
を見極めることができます。

・実習生と就業条件等で合意に至れば採用が可能
です。

②実習中の人件費は無料！
・実習生の実習期間の人件費、通勤費等は当事業

で負担するため無料です。
③採用を全面的にバックアップ！

・実習期間中も実習生の就業をフォローします。
・採用に関するご相談にも応じます。　　

〈実習内容〉
実習期間 平成26年1月27日（月）〜平成26年3月18日（火）

勤務時間
原則午前9時〜午後6時
1日8時間以内、週40時間以内
シフト勤務の場合はご相談ください

申込期限 平成26年1月20日（月）
申込期限後もご相談に応じます

●お問い合わせ
株式会社東海道シグマ
TEL：0120-071-765
E-mail：jakunen@tokaido-sigma.jp

（静岡県雇用推進課 委託事業）
 昨年度の職場実習風景↓

〜自分らしいリーダー像を創る〜
「女性リーダー研修」受講者募集

静岡県は、働く人が「明日の出勤が待ち遠しい」と
いう気持ちになれるよう、働く人の「意欲と能力」の
向上に資する事業を実施しています。

ご案内は、女性社員の活躍推進のための「女性リー
ダー研修」の受講者募集です。

管理職として活躍していくために必要な知識やス
キルの習得だけでなく、ケースメソッドやグループで
のディスカッションにより、社外ネットワークの構築
を図ることができます。

対象は、管理職又は管理職候補の女性社員です。
ぜひ、参加を御検討ください。

●女性リーダー研修【全3回】

VOL.1   平成26年1月22日（水）13：30〜17：00
『女性管理職ロールモデルカフェ』
〜女性の視点を活かしたリーダーとは〜
女性管理職によるパネルディスカッション

コーディネータ：㈱るるきゃりあ　代表 内田美紀子
会場：静岡県教育会館　C会議室

VOL.2   平成26年2月5日（水）13：30〜17：00
『伝える力・巻き込む力をつける』

〜相手も主体的になれるコミュニケーション術〜
講師：アサーティブジャパン 谷澤久美子
会場：B-nest　演習室4

VOL.3   平成26年2月19日（水）13：30〜17：00
『自分らしいリーダー像を創る』

〜従来の管理職とは違う！自分の強みを活かす〜
講師：㈱るるキャリア　代表 内田美紀子
会場：静岡県教育会館　C会議室

●主催（担当）
静岡県（経済産業部 就業支援局 労働政策課）

●お問い合わせ（運営）
株式会社るるキャリア
TEL：054-252-8820
HP：http://www.uruoiplus.jp
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静岡県就業支援局からのお知らせ
平成25年度ものづくり担い手職場定着支援事業

就職内定者セミナーのご案内

静岡県立技術専門校（沼津・清水・浜松）開催

注1　詳しい実施内容については、各技術専門校までご連絡ください。
注2　各コースとも、定員になり次第、締め切ります。
注3　受講料は教材費です。コースによっては、このほか保険の加入がある場合があります。（任意）

　就職内定者セミナーとは、高校・大学等の就職内定者の皆さんが、社会人として必要なマナーやもの
づくりの基礎知識を学び、就職後の社会生活をスムーズにスタートし、職場定着していくことを支援するた
め、県内3箇所の県立技術専門校（沼津・清水・浜松）で行う講座です。

事業主様！
4月から入社する新入社員の方が社会人として踏み出せるかお悩みではないですか？

テクノカレッジ（県立技術専門校）で実技・マナーのセミナーが受講できます！

対　　象 製造業等に就職が内定した高校生・大学生
 （マナー講座は、製造業に限らず参加できます。）

講座内容 申込・お問い合わせは各技術専門校まで

校名（所在地） 実施日 時間
（h）

定員
（人） 実施内容 受講料

沼津技術専門校
（沼津市大岡4044-24）
TEL：055-925-1071

3／10、11 12 25 製造基礎教育（マナー講座を含む） 1,050円

3／12、13 12 10 研削といしで学ぶ安全教育及びドリル研削技術 2,100円

3／14、17 14 10 機械基本教育 2,100円

3／19、20 14 10 ガス溶接で学ぶ安全教育 2,100円

3／24、25、26 21 10 アーク溶接で学ぶ安全教育 2,100円

清水技術専門校
（静岡市清水区楠160）
TEL：054-345-2032

3／3、4、5 20 10 社会人マナー、ガス溶接 3,150円

3／5、6、7 18 15 社会人マナー、砥石・測定機器 3,150円

3／10、11、12 20 10 社会人マナー、アーク溶接 3,150円

3／12、13、14 20 10 社会人マナー、ガス溶接 3,150円

3／17、18、19 18 15 社会人マナー、砥石・測定機器 3,150円

3／19、20、24 20 10 社会人マナー、アーク溶接 3,150円

浜松技術専門校
（浜松市東区小池町2444-1）
TEL：053-462-5602

2／26、27、28 18 15 機械系①コース（マナー・機械測定器） 4,200円

3／3、4、5 20 15 ガス溶接コース（マナー講座を含む） 3,150円

3／5、6、7 18 15 危険予知訓練コース（マナー講座を含む） 2,620円

3／10～14 30 15 機械系②コース（マナー・機械測定器等） 4,720円

3／17～20 27 15 アーク溶接コース（マナー講座を含む） 4,200円

受講者
募集！
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静岡労働局からのお知らせ

［注］ 

静 岡 県 最 低 賃 金 749

静岡県産業別最低賃金件名

最 低 賃 金 件 名

（地域別最低賃金）

（産業別最低賃金）

適 用 労 働 者 の 範 囲　最低賃金額（円）
時間額（　）は改定前

 《効力発生日：平成25年12月13日》

 《効力発生日：平成25年10月12日》

 ７４９円
　年間総所定労働時間数 　  （時間額）
　　　　　　　　　　　　

　 て、個別に最低賃金額を減額して適用することが認められています。

◆上記６産業別最低賃金共通の適用除外
(｢静岡県最低賃金｣が適用されます)

１８歳未満又は６５歳以上の者
雇入れ後６か月未満の者であって、技能習得中のもの(技能実習生は除く)
清掃、片付けその他これらに準ずる軽易な業務に主として従事する者

　【月給制の場合の換算方法例】　 (例)年間所定労働日数２６０日、月給１２９，０００円、所定労働時間１日８時間の場合は？）

　 の最低賃金の対象となる賃金額を、｢時間当たりの金額｣に換算し、最低賃金（時間額）と比較します。　【下枠内参照 】
3. 精神や身体の障害により他の労働者に比べて著しく労働能力の低い者などには、使用者が静岡労働局長の許可を受けることを条件とし

はん用機械器具、生産用機械器
具、業務用機械器具、輸送用機械
器 具 製 造 業

電子部品・デバイス・電子回
路、電気機械器具、情報通信
機 械 器 具 製 造 業

2. 実際の賃金が最低賃金額以上となっているかを調べるには、日給制、月給制など（時間給制以外）の場合には、上記１. の除外賃金以外

1. 最低賃金の比較対象となる賃金には、（1）精皆勤手当、（2）通勤手当、（3）家族手当、（4）臨時に支払われる賃金（結婚手当など）、
 　（5）１か月を超える期間ごとに支払われる賃金（賞与など）、（6）時間外労働・休日労働に対する賃金、（7）深夜労働に対する割増賃金
 　は、算入されません。

823

産業別最低賃金の適用除外労働者の範囲
( ｢ 静 岡 県 最 低 賃 金 ｣ が 適 用 され ます 。 )

■

①

②

■
①

②

■

①

②
③

■

①

②

次に掲げる業務に主として従事する者

｢タイヤ・チューブ、ゴムベルト・ゴムホース・工業用ゴ
ム製品製造業｣

｢鉄鋼、非鉄金属製造業」

｢はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具、輸
送用機械器具製造業」

｢電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通
信機械器具製造業」

799各 種 商 品 小 売 業

　最低賃金額（円）

(百貨店等、衣・食・住にわたる商品
を販売する事業所）

時間額（　）は改定前

807

839

851

パルプ・紙・加工紙製造業 758
タイヤ・チューブ、ゴムベル
ト・ゴムホｰス・工業用ゴム
製 品 製 造 業

鉄 鋼 、 非 鉄 金 属
製 造 業

７３５

７９５

８２６

８３８

８１０

７８７

７４４
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い
面
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き
た
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こ
で
、
技
術
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ウ
ハ
ウ
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標
準
化
、
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質
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準
の
安
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ど
、
加
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保

管
、
梱
包
な
ど
を
組
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に
一
元
管
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す
る
必
要
が
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の
で
あ
る
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伊
藤
拓
馬
理
事
長
は
「
事
業
が
拡
大

し
、
法
人
化
を
検
討
す
る
と
き
、
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央

会
の
研
修
会
に
参
加
し
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協
同
組
合
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
県
外
の
活
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事
例

を
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す
る
な
ど
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協
同
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合
の

形
態
な
ら
ば
、
自
分
た
ち
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ろ
う
と

思
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と
を
実
現
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き
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と
、
選
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ま
し
た
。
中
央
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と
相
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な
が
ら
、

事
務
処
理
も
こ
な
し
、
ス
ム
ー
ズ
に

設
立
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
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ま
し

た
」
と
話
す
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主
な
組
合
事
業
の
一
つ
は
、
組
合
員

の
ニ
ー
ズ
で
あ
る
共
同
加
工
。
組
合
員

か
ら
収
穫
し
た
い
も
を
、
重
量
別
に
よ

り
分
け
、
土
を
落
と
す
機
械
を
導
入
し
、

収
穫
後
の
作
業
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
っ

た
。
あ
わ
せ
て
緻
密
な
湿
度
・
温
度
管

理
を
行
う
貯
蔵
保
管
施
設
を
利
用
し
、

梱
包
作
業
を
一
〇
人
余
の
ベ
テ
ラ
ン
作

業
員
が
丁
寧
に
行
い
、
ブ
ラ
ン
ド
管
理
、

品
質
管
理
の
向
上
を
担
っ
て
い
る
。

二
つ
め
の
共
同
検
査
事
業
は
、
組
合

員
の
う
な
ぎ
い
も
生
産
に
必
要
な
土
壌

や
製
品
の
検
査
を
実
施
し
、
検
品
の
一

元
化
や
検
品
機
械
導
入
に
よ
る
検
査
効

農
業
経
営
は
、
異
業
種
か
ら
の
参
入

企
業
の
増
加
と
と
も
に
、
中
小
企
業
に

と
っ
て
も
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
で
、
浜
松
市
を
中
心
と
す
る

小
規
模
な
農
業
者
が
団
結
し
、
う
な
ぎ

の
残
渣
を
堆
肥
と
し
て
利
用
し
、
浜
松

地
域
の
さ
つ
ま
い
も
品
種「
紅
は
る
か
」

を
「
う
な
ぎ
い
も
」
と
し
て
生
産
・
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
「
う
な
ぎ
い
も
協

同
組
合
」
が
、
平
成
二
五
年
五
月
に
設

立
さ
れ
た
。
付
加
価
値
の
高
い
浜
松
地

域
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
い
も
を
育
て
る

こ
と
で
、
農
家
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ

よ
う
と
品
質
向
上
や
販
路
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
で
あ
る
。
前
身
は
、
平
成

二
三
年
一
一
月
に
、
浜
松
市
の
有
限
会

社
コ
ス
モ
グ
リ
ー
ン
庭
好
を
中
心
と
し

た
市
内
の
養
鰻
業
者
や
農
業
生
産
法
人

な
ど
二
九
者
で
構
成
さ
れ
る
任
意
団
体

「
う
な
ぎ
い
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ

る
。
こ
の
活
動
に
は
、
地
域
の
生
産
者

や
企
業
が
主
旨
に
賛
同
し
、
順
調
に
推

移
し
て
き
た
。

し
か
し
、生
産
者
が
増
え
る
に
従
い
、

個
々
の
生
産
物
に
品
質
に
ば
ら
つ
き
が

率
、
検
査
精
度
の
向
上
を
図
る
。

ま
た
、組
合
員
の
取
り
扱
う
商
品
を
、

う
な
ぎ
い
も
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
高
速
道

路
S
・
A
や
コ
ン
ビ
ニ
、
J
R
浜
松
駅

で
の
共
同
販
売
は
、
販
売
範
囲
も
徐
々

に
拡
大
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
う
な
ぎ
イ

モ
関
連
の
商
標
等
ブ
ラ
ン
ド
管
理
事
業

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
共
同
宣
伝
事

業
を
行
い
、
ア
ク
セ
ス
数
も
増
加
傾
向

で
あ
る
。

組
合
で
は
「
う
な
ぎ
い
も
」
と
し
て

商
品
と
し
て
販
売
す
る
ほ
か
、
ペ
ー
ス

ト
状
に
し
て
和
洋
菓
子
店
や
加
工
食
品

メ
ー
カ
ー
に
卸
販
売
し
て
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
や
団
子
、
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
一
〇
種
類

出
さ
れ
て
い
る
。
う
な
ぎ
い
も
は
、
二

年
前
に
商
品
化
し
た
プ
リ
ン
が
、
人
気

の
火
付
け
役
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
楽

天
市
場
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
総
合
ラ
ン
キ ▲うなぎいもプリンが人気の火付け役

▶
い
も
の
収
穫
を
行
う
組
合
員

糖
度
の
高
い
サ
ツ
マ
イ
モ

「
べ
に
は
る
か
」の
栽
培

人
気「
う
な
ぎ
」の
ぼ
り
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グ
一
位
に
輝
き
、
昨
秋
は
、
静
岡
県
ふ

じ
の
く
に
新
商
品
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
金

賞
を
受
賞
し
た
。
浜
松
な
ら
で
は
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
や
、
か
わ
い
ら
し
い
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
人
気
も
後
押
し
し
、
関
連

商
品
を
含
め
た
市
場
規
模
は
、
二
億
円

を
見
込
む
。

組
合
で
は
、
第
一
次
産
業
で
あ
る
農

業
な
ど
で
生
産
さ
れ
た
さ
つ
ま
い
も
を

加
工
し
て
、
販
売
ま
で
一
元
的
に
実
施

す
る
六
次
産
業
化
を
積
極
的
に
取
り
組

む
。
狙
い
は
、
地
元
地
域
の
農
業
の
活

性
化
で
あ
る
。

伊
藤
理
事
長
は
「
こ
れ
ま
で
私
た
ち

は
、
人
参
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
な
ど

様
々
な
商
品
を
開
発
し
、
試
行
錯
誤
し

て
き
ま
し
た
。
浜
松
は
ウ
ナ
ギ
の
消
費

量
が
多
く
、
そ
れ
に
伴
う
廃
棄
物
も
多

い
で
す
。
ウ
ナ
ギ
の
未
利
用
資
源
を
再

利
用
す
れ
ば
、
環
境
に
も
良
く
地
域
色

も
出
せ
ま
す
。
ま
た
農
業
に
携
わ
る

方
々
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
に
よ
っ

て
耕
作
を
放
棄
し
た
農
園
も
多
い
と
聞

き
ま
す
。
組
合
の
活
動
を
通
じ
て
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
耕
作
放

棄
地
を
再
び
畑
に
戻
し
、
地
域
が
活
性

化
す
る
よ
う
な
貢
献
が
で
き
な
い
か
と

思
い
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
を
始
め
ま

し
た
」
と
話
す
。

現
在
は
、
組
合
で
一
〇
〇
㌧
収
穫
し

て
い
る
が
来
年
は
品
不
足
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。
今
後
は
、
現
在
の
栽
培
面
積

を
現
状
の
二
〇
㌶
を
一
〇
〇
㌶
ま
で
拡

大
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

今
後
の
抱
負
と
し
て
伊
藤
理
事
長

は
、「
加
工
食
品
メ
ー
カ
ー
に
イ
モ
の

ペ
ー
ス
ト
を
供
給
し
て
い
ま
す
が
、
水

分
が
多
く
て
商
品
が
限
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
今
年
度
は
粉
末
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
粉
末
は
応
用
範

囲
が
広
く
、
幅
広
い
業
種
で
興
味
を

持
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
う
な
ぎ
い

も
ブ
ラ
ン
ド
も
県
内
の
マ
ス
コ
ミ
に
取

り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
県
内
で
の
知
名

度
が
向
上
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
鹿

児
島
県
や
千
葉
県
の
さ
つ
ま
い
も
の
ブ

ラ
ン
ド
の
よ
う
に
、
組
合
の
う
な
ぎ
い

も
ブ
ラ
ン
ド
が
、
全
国
ブ
ラ
ン
ド
と
な

る
よ
う
に
育
て
て
い
く
こ
と
が
、
私
た

ち
の
目
標
で
す
」
と
話
す
。

▲ 「うなぎいもブランド」を全国に広げたい
と話す伊藤理事長

地
域
農
業
の
活
性
化
を
目
指
す

組合員から会計帳簿の閲覧・謄写
請求を受けた場合、個人情報を含
むという理由だけで拒むことは
できますか。

Q

A 組合は正当な理由がある場合は閲覧・
謄写請求を拒めるとされていますが、
法律又は定款に規定した要件を満たす組
合員からの閲覧・謄写請求は、「個人情報の
保護に関する法律」の適用除外に該当すること
から、組合員の当該請求を拒否するために個人情報の保護のみを理由とする
ことは正当な理由に当たらないと解されます。
　なお、正当な理由とは、書類の閲覧・謄写により知った内容を競業者に通
報しようとし、又は通報したことのある場合、決算の事務のために組合が使
用している場合など、組合の利益を害し、又は不当な時期において請求があ
るときとされています。

謄写請求を拒めるとされていますが、
法律又は定款に規定した要件を満たす組
合員からの閲覧・謄写請求は、「個人情報の

組合運営組合運営
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静岡県西部青年中央会
湯口 武典
湯口工具株式会社

《
目
標
》

今
年
も
残
り
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
年
の
初
め
に
は
目
標
や
抱
負
を
お
持
ち
に
な
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

今
年
も
（
昨
年
も
、
そ
の
前
も
…
）
私
は
年
始
に
い
く
つ
か
目

標
を
立
て
、一
ヶ
月
く
ら
い
は
そ
れ
な
り
に
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。

が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
そ
の
勢
い
も
信
念
も
ど
こ
へ
や
ら
、
今
年

も
達
成
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

あ
れ
ほ
ど
強
く
願
っ
た
思
い
で
も
一
ヶ
月
や
そ
こ
ら
で
忘
れ
て
し

ま
う
と
は
、
よ
ほ
ど
意
思
が
弱
い
人
間
な
の
か
そ
れ
と
も
思
い
入

れ
が
足
り
な
い
の
か
。

私
に
は
小
学
校
に
通
う
二
人
の
息
子
が
お
り
ま
す
。

来
年
の
正
月
に
は
宿
題
の
書
初
め
を
、
鬼
と
化
し
た
母
親
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
頑
張
る
事
で
し
ょ
う
。

私
も
一
緒
に
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
書
き
初
め
で
一
年
の
目
標

を
し
た
た
め
て
み
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
家
の
ど
こ
か
に
は
り
つ
け
そ
の
達
筆
な
書
体
（
？
）
を

毎
日
見
る
こ
と
で
、
初
心
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。皆

さ
ん
も
来
年
の
お
正
月
は
思
い
の
た
け
を
書
き
上
げ
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
？

先日今年の流行語大賞の候補が発表され、政
治経済、文化、スポーツと様々な分野から挙がっ
た。
この時期になると年初のことなど忘れているも
のであり、これをきっかけに振り返ってみるのも
面白い。
それとともに、以前は感じなかったが近年、月

日の経つ早さを実感している。
そうなるとこの言葉が脳裏をよぎる。少年老

い易く学成り難し。当方少年というほど若くはな
いが、多くを修めているわけでもない。あまり
中身がないのである。
今まではそれで良かったのかも知れないが、
今後それでは寂しい。歌舞伎や落語、近代日本
の歴史など先人達が築き上げ紡いできたもの、
興味はあるがなかなか手を出せないでいたもの
を学び中身を詰めていこうと思う。
 （増田）
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